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嘉永
五
年
（
一
八
五
二
）
六
月
三
日
夜
よ
り
三
夜
連
続
し
て
、
兵
庫
津
の
二
七
の
町
々
（
現
在
の
　
　
　
螺
貝
六
三
、
弓
張
提
灯
七
一
二
〇
が
参
加
し
た
と
記
さ
れ
る
。
一
般
的
に
、
村
落
の
雨
乞
い
の
方
法

神
戸
市
兵
庫
区
の
二
六
町
と
中
央
区
の
相
生
町
に
相
当
す
る
）
が
雨
乞
を
目
的
と
し
て
、
西
国
街
道
　
　
　
　
と
し
て
、
村
中
の
人
々
が
鉦
・
太
鼓
・
法
螺
貝
な
ど
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
松
明
を
持
っ
て
行
列
を

を
舞
台
に
一
大
灯
火
行
列
を
繰
り
広
げ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
光
と
色
彩
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
　
　
　
　
作
っ
て
氏
神
な
ど
を
出
発
し
て
村
を
一
周
し
、
近
く
の
霊
山
に
登
り
、
河
原
に
降
り
て
き
て
松
明
を

も
い
う
べ
き
造
り
物
風
流
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
風
流
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
積
ん
で
燃
や
す
千
本
松
明
行
事
が
知
ら
れ
る
。
兵
庫
津
の
事
例
は
そ
の
都
市
版
と
想
定
で
き
る
が
、

　
雨乞
と
い
う
と
連
想
さ
れ
る
の
は
修
験
者
の
祈
薦
な
ど
、
す
ぐ
れ
て
宗
教
的
な
行
為
で
あ
る
。
し
　
　
　
　
兵
庫
津
の
内
で
も
、
農
民
が
集
住
す
る
「
地
方
十
八
町
」
の
う
ち
一
六
町
が
参
加
し
て
お
り
、
日
照

かし
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
雨
乞
は
、
危
機
儀
礼
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
華
美
で
あ
り
、
新
出
の
『
嘉
　
　
　
　
り
は
農
業
に
と
っ
て
深
刻
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
稲
の
生
育
期
の
旧
暦
六
月
初
旬
に
お

永

五
子年
六
月
福
原
雨
乞
記
』
（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）
の
挿
絵
を
見
る
と
、
あ
た
か
も
テ
ー
マ
パ
ー
　
　
　
け
る
降
雨
の
多
寡
は
、
稲
作
に
と
っ
て
死
活
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

ク
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
．
パ
レ
ー
ド
を
見
る
よ
う
な
、
心
う
き
う
き
す
る
楽
し
さ
が
あ
る
。
そ
れ
は
　
　
　
　
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
年
中
行
事
と
異
な
り
、
雨
乞
の
よ
う
な
一
回
性
の
臨
時
の
行
事
に
お
い
て
は
、

ま
た
、
観
客
の
視
線
を
意
識
し
た
祭
礼
行
列
の
よ
う
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殊
に
、
各
町
の
創
意
工
夫
が
発
揮
さ
れ
、
ま
さ
に
風
流
の
精
神
が
溢
れ
出
る
行
事
と
も
い
え
よ
う
。

　同
書
巻
末
に
よ
る
と
、
惣
人
数
一
万
三
百
人
あ
ま
り
、
ほ
か
に
北
浜
と
南
浜
の
町
よ
り
加
勢
人
足

約
五
〇
〇
〇
人
、
松
明
↓
二
〇
〇
、
半
鐘
四
〇
七
、
太
鼓
三
〇
四
、
大
釣
鐘
四
、
八
丁
鉦
三
〇
、
法

5
1
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は

じ
め
に

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
六
月
三
日
夜
よ
り
三
夜
連
続
で
、
兵
庫
津
の
二
七
の
町
々

（現
在
の
神
戸
市
兵
庫
区
の
二
六
町
と
中
央
区
の
相
生
町
に
相
当
す
る
）
が
雨
乞
を
目

的
と
し
て
、
一
大
灯
火
行
列
を
繰
り
広
げ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
光
と
色
彩
と
音
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
り
ゆ
う

ペ

ー
ジ
ェ
ン
ト
と
も
い
う
べ
き
造
り
物
風
流
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
風
流
史
的
意

義
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
は
開
国
へ
向
け
て
風
雲
急
を
告
げ
る
世
情

の
前
夜
で
あ
っ
た
。
六
年
後
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
幕
府
は
箱
館
産
物
会
所
を

兵
庫
に
開
設
し
て
蝦
夷
地
産
物
の
専
売
を
始
め
、
兵
庫
開
港
が
決
ま
り
、
こ
の
頃
か

ら
幕
末
情
勢
は
急
に
慌
し
く
な
っ
て
ゆ
く
。

　

と
こ
ろ
で
、
雨
乞
と
い
う
と
連
想
さ
れ
る
の
は
修
験
者
の
祈
薦
な
ど
、
す
ぐ
れ
て

宗
教
的
な
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
雨
乞
は
危
機
儀
礼
と
い
う

に
は
あ
ま
り
に
華
美
で
あ
り
、
後
に
紹
介
す
る
資
料
の
挿
絵
を
見
る
と
、
あ
た
か
も

テ

ー
マ
パ
ー
ク
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
・
パ
レ
ー
ド
を
見
る
よ
う
な
、
心
う
き
う
き
す

る
楽
し
さ
が
あ
る
。
観
客
の
視
線
を
意
識
し
た
祭
礼
行
列
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　
柳

田
国
男
は
「
祭
り
」
と
「
祭
礼
」
を
区
別
し
、
「
祭
り
」
か
ら
「
祭
礼
」
へ
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

史
的
変
遷
論
を
提
示
し
た
。
柳
田
は
そ
の
変
遷
の
指
標
を
四
点
ほ
ど
あ
げ
て
い
る
が
、

そ
の
一
つ
に
風
流
と
い
う
美
意
識
の
成
立
が
あ
る
。
「
風
流
は
即
ち
思
い
付
き
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

ふ

こ
と
で
、
新
し
い
意
匠
を
競
ひ
、
年
々
目
先
を
か
へ
て
行
く
の
が
本
意
」
で
あ
り
、

見
物
客
と
参
加
者
の
、
観
る
／
観
ら
れ
る
関
係
性
の
な
か
で
、
よ
り
派
手
に
、
華
麗

に
飾
ら
れ
た
祭
礼
に
展
開
し
た
と
い
う
。
も
う
一
つ
の
指
標
が
近
世
の
都
市
文
化
の

成
熟
で
あ
る
。
現
在
の
祭
礼
に
つ
な
が
る
道
具
立
て
、
つ
ま
り
幟
や
提
灯
な
ど
の
生

産
技
術
、
山
車
製
作
の
工
芸
技
術
の
普
及
な
ど
の
点
か
ら
み
る
と
、
経
済
の
進
展
を

背
景
に
、
各
地
の
祭
礼
文
化
は
近
世
に
各
都
市
で
独
自
に
工
夫
さ
れ
て
い
っ
た
、
と

い
う
。
本
稿
に
お
い
て
対
象
と
す
る
雨
乞
の
行
灯
に
し
て
も
、
竹
ヒ
ゴ
や
和
紙
な
ど

の

素
材
で
作
り
上
げ
る
張
り
子
の
技
術
が
庶
民
ま
で
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
近
世
に
入
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
造
り
物
や
風
流
の
研
究
に
お
い
て
、
守
屋
毅
や
植
木
行
宣
は
早
く
、
火
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

風
流
、
灯
火
の
風
流
へ
の
着
目
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
学

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
世
京
都
や
奈
良
で
展
開
し
た
灯
火
の
風
流
は
先
駆
的
な
も

の

で
あ
り
、
大
部
分
は
近
世
以
降
の
時
代
的
特
色
な
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　

本
来
、
祭
り
の
時
間
は
夜
で
あ
る
。
大
門
哲
は
い
う
。
「
行
灯
と
電
灯
は
、
闇
と
の

接

し
方
が
大
き
く
こ
と
な
る
。
闇
を
追
い
や
る
の
が
電
灯
。
た
い
し
て
、
闇
が
も
つ

奥
深
さ
、
厳
か
さ
を
ひ
き
た
て
る
の
が
行
灯
で
あ
る
。
ハ
レ
の
夜
、
行
灯
を
と
お
し

て

町
は
墨
絵
の
世
界
に
か
わ
る
」
。

　

こ
の
文
学
的
表
現
が
言
い
尽
く
し
て
い
る
よ
う
に
、
ろ
う
そ
く
に
よ
る
灯
り
が
生

み

出
す
光
と
影
、
光
と
影
を
峻
別
し
な
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
光
の
た
ゆ
た
い
、
グ
ラ

デ

ー
シ
ョ
ン
的
な
墨
絵
の
世
界
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
演
出
さ
れ
た
美
の
世
界

と
は
対
極
に
あ
る
。
灯
火
の
風
流
は
ま
た
、
現
在
ハ
レ
の
夜
を
席
巻
し
て
い
る
光
の

彫
刻
、
サ
ー
カ
ス
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
「
電
飾
の
風
流
」
や
「
花
火
の
風
流
」
と
も

ま
た
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

ハ

レ
の
夜
に
お
け
る
灯
り
、
提
灯
、
行
灯
、
花
火
、
灯
籠
な
ど
は
、
祭
り
・
芸
能
・

イ
ベ
ン
ト
を
彩
る
飾
り
で
あ
り
、
心
を
そ
ぞ
ろ
に
し
気
分
を
盛
り
上
げ
る
、
集
客
の

た
め
の
誘
引
や
賑
わ
い
の
演
出
装
置
と
し
て
理
解
で
き
る
。
戦
前
ま
で
戦
意
高
揚
や

皇
室
イ
ベ
ン
ト
へ
祝
意
を
示
す
定
番
で
あ
っ
た
提
灯
行
列
は
、
上
記
の
よ
う
な
灯
火

行
事
の
心
的
効
果
を
利
用
し
た
国
民
統
合
儀
礼
で
あ
っ
た
。
灯
火
の
行
事
を
「
『
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
5
）

の
依
り
代
』
な
る
生
活
感
覚
を
こ
え
た
学
術
用
語
」
で
解
説
さ
れ
て
も
、
す
で
に
リ

ア

リ
テ
ィ
ー
を
喪
失
し
て
い
る
。
始
源
的
に
は
火
に
伴
う
信
仰
の
儀
礼
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
現
在
で
は
美
し
さ
を
味
わ
う
楽
し
み
な
の
で
あ
る
。

　
灯
火

の

行
事
の
淵
源
の
一
つ
は
中
国
の
中
元
蓮
灯
や
灯
籠
流
し
な
ど
の
年
中
行
事

に
求
め
ら
れ
、
日
本
の
盆
行
事
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
代
以

降
の
華
僑
文
化
の
伝
播
に
よ
り
、
中
華
街
な
ど
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
観
光
的

シ
ョ
ー
で
あ
る
ラ
ン
タ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。
最
近
で
は

252



福原敏男［雨乞の灯火風流］

東
京
ミ
レ
ナ
リ
オ
や
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
幻
想
的
な
風
景
に
、
「
火
の
風
流
」
の
当
座

性
、
同
時
代
性
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
伝
統
的
な
「
灯
火
の
風
流
」
行
事
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
、
灯
籠
・

行
灯
・
提
（
挑
）
灯
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
『
塩
嚢
⑨
』
三
（
一
四
四
五

～
四
六
）
に
よ
る
と
、
当
時
す
で
に
、
灯
呂
（
籠
）
・
提
灯
・
行
灯
の
区
別
が
あ
っ

た
ら
し
い
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
第
二
版
に
よ
る
と
、
灯
籠
と
は
油
、

ろ
う
そ
く
な
ど
の
灯
明
を
ほ
や
、
か
ご
な
ど
で
保
護
す
る
具
で
、
『
延
喜
式
』
（
九
二

七

年
）
な
ど
の
用
例
で
は
、
神
仏
へ
の
献
灯
・
奉
灯
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

行
灯
は
木
、
竹
、
金
属
製
の
わ
く
に
紙
を
張
り
、
な
か
に
油
皿
を
お
い
て
火
を
と
も

す
。
提
灯
は
ろ
う
そ
く
を
と
も
す
た
め
の
器
具
で
あ
る
。

　

さ
て
、
私
た
ち
が
思
い
起
こ
す
伝
統
的
な
「
火
の
風
流
」
と
い
え
ば
、
京
都
五
山

の
送

り
火
、
通
称
大
文
字
焼
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
芸
能
史
的
研
究
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

す
め
た
の
が
植
木
行
宣
で
あ
る
。
以
下
、
氏
の
所
説
の
要
点
を
み
て
み
よ
う
。

　
火
の

行
事
が
行
な
わ
れ
る
心
意
の
底
に
は
、
神
霊
の
送
迎
や
清
め
、
供
養
と
い
っ

た
火
の
機
能
に
も
と
つ
く
信
仰
が
流
れ
て
い
る
。
盆
に
火
の
行
事
が
集
中
す
る
所
以

で

あ
る
。
五
山
送
り
火
は
、
万
灯
・
万
灯
籠
と
称
す
る
盆
の
火
の
行
事
が
大
規
模
化

し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
万
灯
と
は
数
多
く
の
灯
火
を
も
っ
て
す
る
供
養
の
意

で

あ
り
、
一
五
世
紀
半
ば
に
は
確
認
で
き
る
。
そ
の
盛
行
の
背
景
に
は
、
二
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ぽ
と
け

及

ぶ
応

仁
・
文
明
の
乱
で
犠
牲
に
な
っ
た
怨
霊
を
鎮
魂
し
、
不
安
定
な
新
仏
の
供

養
に

重

ね
て
の
鎮
魂
除
災
の
願
い
が
あ
る
。
五
山
送
り
火
は
、
万
灯
籠
の
火
の
意
匠

が

「
大
」
に
固
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
形
態
に
定
ま
っ
た
の
は
一
六
世
紀
中

頃
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
盆
行
事
の
火
の
風
流
に
は
贈
答
習
俗
と
し
て
の
細
工
物
の
盆
灯
籠
が
あ

り
、
室
町
初
期
に
は
公
家
社
会
に
お
い
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
禁
裏
や

本
願
寺
に
お
け
る
盆
の
灯
籠
展
観
は
そ
の
風
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
『
明
月
記
』
に

は
、
竿
先
に
高
く
高
灯
籠
を
掲
げ
る
鎌
倉
時
代
の
民
間
習
俗
が
記
さ
れ
、
町
屋
で
は

そ
れ
が
い
つ
し
か
軒
先
に
掛
け
る
形
態
に
変
化
し
た
。
盆
灯
籠
は
灯
籠
の
造
形
の
変

化

を
も
た
ら
し
、
華
麗
な
切
子
灯
籠
や
風
流
灯
籠
が
盆
を
彩
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ

は
細
工
の
趣
向
を
極
め
た
も
の
で
、
臣
下
等
が
主
家
筋
に
贈
る
場
合
が
多
く
、
贈

答
先
と
し
て
禁
裏
や
将
軍
家
に
そ
れ
が
集
中
し
た
。
風
流
灯
籠
の
趣
向
に
は
主
題
と

形
態
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
著
名
な
故
事
や
物
語
、
詩
歌
に
取
材
し
、
そ
の
景
色

や
心

を
表
現
す
る
主
題
と
、
灯
籠
を
台
に
し
そ
の
上
に
人
形
等
の
ア
ヤ
ツ
り
を
仕
組

ん

だ

ア

ヤ
ツ
リ
灯
籠
等
、
灯
籠
そ
の
も
の
の
形
態
で
あ
る
。
風
流
灯
籠
に
は
、
灯
籠

本
体
を
文
様
、
図
絵
、
透
か
し
彫
り
で
装
飾
し
、
舟
や
毬
の
よ
う
な
形
に
推
え
、
回

り
灯
籠
の
よ
う
に
灯
火
を
動
力
と
す
る
仕
掛
け
を
施
し
た
タ
イ
プ
と
、
上
の
造
り
物

が
主

体

で
、
灯
籠
は
そ
の
下
台
と
い
う
形
態
の
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。

　
以
上
の
盆
灯
籠
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
展
開
し
た
の
が
盆
踊
り
で
あ
る
。

盆

踊
り
は
精
霊
供
養
の
踊
り
と
し
て
室
町
初
期
か
ら
姿
を
現
し
、
風
流
拍
子
物
、
念

仏
拍
子
物
な
ど
と
よ
ば
れ
た
が
、
や
が
て
盆
の
風
流
踊
り
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
風
流

の
造
り
物
と
し
て
の
灯
籠
と
、
囎
子
と
し
て
の
念
仏
が
特
色
で
あ
っ
た
。
盆
の
風
流

踊
り
は
応
仁
・
文
明
の
乱
が
終
息
し
、
京
都
が
町
衆
を
主
人
公
と
す
る
町
へ
再
生
を

果
た
し
た
時
期
に
展
開
し
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）
に
そ
の
最
盛
期
を
迎

え
る
。
こ
の
時
期
、
灯
籠
に
趣
向
を
凝
ら
し
、
被
り
物
、
採
り
物
と
す
る
灯
籠
踊
り

も
登
場
し
た
。

　
中
世
後
期
に
展
開
し
た
風
流
灯
籠
の
伝
統
は
、
民
間
で
は
初
盆
の
習
俗
と
し
て
流

布
し
、
風
流
踊
り
や
夏
祭
り
に
受
け
継
が
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
灯
籠
そ
の
も
の

が
主
役
を
つ
と
め
る
風
流
灯
籠
は
東
北
の
ネ
ブ
タ
や
北
陸
の
灯
籠
山
な
ど
夏
祭
り
に

お

い
て
多
様
な
展
開
を
遂
げ
て
い
る
。

　
近
世
後
期
か
ら
近
・
現
代
の
金
沢
を
舞
台
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

民
俗
学
的
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
大
門
哲
の
研
究
も
注
目
に
値
す
る
。
大
門
が
中
心

と
な
り
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
二
〇
〇
〇
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

絵i
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
民
俗
誌
i
」
展
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

覧
会
で
あ
る
。
本
展
で
は
、
積
む
絵
・
灯
す
絵
・
据
ぐ
絵
・
奔
る
絵
の
四
部
構
成
を

と
っ
て
お
り
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
「
灯
火
の
風
流
」
と
問
題
関
心
が
一
致
し
て
い
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る
の
は
、
灯
す
絵
と
澹
ぐ
絵
の
章
で
あ
る
。
前
者
に
は
「
都
市
の
絵
行
灯
飾
り
」
、
後

者

に
は
「
『
風
流
の
火
』
を
さ
ぐ
る
」
と
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
祭
り

の
夜
を
彩
る
灯
火
の
風
流
で
あ
る
が
、
前
者
は
軒
絵
行
灯
、
七
夕
飾
り
の
行
灯
絵
、

鳥
居
を
飾
る
大
行
灯
絵
、
街
路
を
ま
た
ぐ
巨
大
な
絵
行
灯
、
神
灯
の
レ
ン
ガ
ク
絵
、

後
者
は

キ
リ
コ
・
レ
ン
ガ
ク
・
タ
テ
モ
ン
・
ヨ
タ
カ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
灯
籠
山
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
り
風
流
の
火
を
担
ぎ
ま
わ
る
祭
礼
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　

こ
の
企
画
展
は
大
門
が
す
で
に
発
表
し
て
い
る
実
証
的
論
文
の
研
究
成
果
の
上
に

成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
の
論
文
の
要
点
を
以
下
に
引
用
し
て
、
大
門
の
イ
ベ
ン
ト
・

デ

ィ
ス
プ
レ
イ
論
を
紹
介
し
よ
う
。

　
従
来
、
ハ
レ
の
時
空
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
関
し
て
は
、
民
俗
学
が
主
に
関
心
を
寄

せ
て

き
た
。
そ
の
対
象
と
し
て
は
神
輿
や
山
車
な
ど
の
豪
華
な
も
の
や
、
注
連
縄
・

藁

人
形
・
削
り
掛
け
な
ど
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
な
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
提
灯
・
行

灯
・
幟
・
幕
と
い
っ
た
あ
り
き
た
り
の
も
の
に
は
、
関
心
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

金
沢

に
お
け
る
近
世
～
近
・
現
代
の
イ
ベ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
①
商
店
街
の
賑

わ
い
演
出
、
②
氏
神
祭
礼
、
③
公
的
イ
ベ
ン
ト
、
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
③
こ

そ
大
門
論
文
で
一
番
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
大
門
は
、
盆
正
月
・
天
満
宮
遷
座
祝
賀

祭
・
コ
レ
ラ
退
散
祭
り
・
金
沢
開
始
三
百
年
祭
・
日
清
戦
争
凱
旋
・
旧
藩
祖
三
百
年

祭
・
尾
山
神
社
昇
格
慶
賀
祭
を
取
り
上
げ
て
、
精
緻
な
実
証
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
盆
正
月
と
は
藩
主
の
慶
賀
を
祝
う
た
め
に
も
う
け
ら
れ
た
休
日
で
あ
り
、

五
代
藩
主
綱
紀
の
と
き
に
起
こ
り
、
明
治
二
年
ま
で
四
四
回
を
数
え
、
町
人
は
さ
ま

ざ
ま
な
出
し
物
を
披
露
し
た
。
そ
の
出
し
物
と
は
、
形
態
・
絵
柄
・
ダ
シ
飾
り
な
ど

に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
行
灯
や
提
灯
に
よ
る
造
り
物
が
中
心
で
、
町
ご
と
に
趣
向
を

競
い
あ
っ
た
。

　
都
市
の
公
的
イ
ベ
ン
ト
で
は
一
度
に
多
く
の
町
が
参
加
し
、
そ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
競
演
は
町
内
の
ハ
レ
意
識
を
も
り
た
て
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
隣
町
や
群
衆
に
対

し
て
自
ら
の
町
の
存
在
を
誇
示
す
る
意
義
を
有
し
、
町
の
存
在
証
明
装
置
と
も
な
る
。

近
世
都
市
金
沢
で
は
、
武
士
地
・
町
地
・
郡
地
と
い
う
旦
ハ
合
に
、
社
会
的
・
経
済
的

な
属
性
に
応
じ
て
居
住
区
域
が
配
列
さ
れ
た
。
盆
正
月
に
お
い
て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や

出
し
物
を
行
な
っ
た
「
町
中
」
住
民
は
、
空
間
的
配
列
を
こ
え
出
て
祝
祭
を
催
し
た

の

で

は
な
い
。
都
市
「
全
域
」
が
一
つ
の
劇
場
・
舞
台
と
し
て
一
体
感
を
も
っ
た
行

事
で
は
な
い
。
「
町
中
」
住
民
が
、
催
し
物
に
威
信
を
示
し
あ
う
ま
で
に
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
が
過
剰
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
番
付
刷
り
物
の
影
響
が
あ
る
。
盆
正

月
で
は
、
謡
曲
や
漢
籍
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
造
り
物
に
人
気
が
あ
り
、
幕
末
の

行
灯
絵
は
言
語
遊
戯
を
楽
し
み
、
「
こ
と
ば
」
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
た
。
近
代

の
公
的
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
歴
史
絵
」
が
多
く
な
り
、
近
世
的
「
物
尽
く
し
」
か
ら
近

代
的
「
物
語
」
へ
と
変
遷
し
て
い
っ
た
。

　
植
木
や
大
門
に
よ
る
、
「
火
の
風
流
・
灯
火
の
風
流
」
論
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の

は
、
前
近
代
ー
信
仰
儀
礼
、
近
代
－
神
無
き
イ
ベ
ン
ト
行
事
、
な
ど
と
い
う
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
的
理
解
か
ら
解
放
さ
れ
、
各
行
事
自
体
の
具
体
的
姿
・
形
を
見
つ
め
な

お

す
こ
と
か
ら
し
か
、
立
論
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
本
稿
で
も
、
幕
末
兵
庫
の
事
例
を
個
別
に
詳
細
に
見
つ
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

0
雨
乞
の
火
祭
り

　
原
則
的
に
は
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
年
中
行
事
と
異
な
り
、
雨
乞
の
よ
う
な
臨
時
の

行
事
は
、
ま
さ
に
風
流
本
来
の
、
繰
り
返
す
こ
と
を
前
提
と
せ
ず
、
練
習
を
必
要
と

し
な
い
当
座
性
、
一
回
性
を
有
す
る
と
い
え
る
。
雨
乞
の
儀
礼
は
き
わ
め
て
多
岐
に

わ
た
り
、
民
間
で
行
な
わ
れ
て
き
た
代
表
的
な
も
の
を
列
挙
し
た
だ
け
で
も
、
①
村

人
が
山
上
や
神
社
に
籠
っ
て
祈
願
す
る
、
②
造
り
物
の
龍
や
神
輿
・
仏
像
を
水
辺
に

遷

し
て
祈
る
、
③
特
別
の
面
（
雨
乞
い
面
）
を
出
し
て
祈
る
、
④
大
勢
で
千
回
や
一

万

回
の
水
垢
離
を
と
る
、
⑤
水
神
の
す
む
伝
説
が
あ
る
池
や
淵
な
ど
を
凌
っ
て
水
替

え
を
し
た
り
、
水
を
か
き
回
す
、
⑥
水
神
の
池
や
淵
に
、
牛
馬
の
首
な
ど
不
浄
の
も

の

を
投
げ
込
む
、
あ
る
い
は
汚
物
を
洗
う
、
⑦
地
蔵
の
像
を
水
に
つ
け
る
、
⑧
釣
鐘

を
川
や
池
に
沈
め
る
、
⑨
総
出
で
太
鼓
を
打
っ
て
雨
乞
踊
り
を
踊
る
、
⑩
代
表
者
が
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特
定
の
聖
地
か
ら
水
種
を
う
け
て
き
て
川
や
田
に
注
ぐ
、
⑪
山
に
上
が
っ
て
大
火
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
＞

焚

く
（
千
駄
焚
き
）
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
兵
庫
県
の
場
合
、
民
俗
芸

能
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
雨
乞
踊
り
の
多
く
は
太
鼓
や
鉦
で
難
し
、
小
歌
を
歌
っ

て

踊
る
風
流
踊
り
で
あ
る
。

　
渇
水
の
緊
迫
し
た
状
況
下
に
至
っ
て
は
芸
能
を
奉
納
す
る
余
裕
す
ら
な
か
ろ
う
が
、

全

国
の
雨
乞
事
例
を
み
る
と
、
切
羽
詰
ま
る
前
に
様
々
な
手
を
打
っ
て
い
る
。
全
国

的
視
野
か
ら
の
雨
乞
の
民
俗
行
事
を
通
観
で
き
る
の
は
、
高
谷
重
夫
に
よ
っ
て
集
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

成
さ
れ
た
『
雨
乞
習
俗
の
研
究
』
の
学
恩
の
賜
物
で
あ
る
。

　
火

を
用
い
て
雨
を
乞
う
と
い
う
方
法
は
、
日
本
の
雨
乞
習
俗
で
は
最
も
あ
り
ふ
れ

た
分
布
の
広
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
高
谷
は
こ
れ
を
火
焚
き
、
松
明
行
列
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

前
へ
の
献
灯
、
の
三
つ
の
型
に
分
類
し
て
い
る
。
以
下
、
高
谷
の
研
究
か
ら
雨
乞
と

火
祭
り
に
関
す
る
記
述
を
箇
条
書
き
に
し
て
お
こ
う
。

　
ω
高
野
山
、
大
峯
山
、
愛
宕
山
、
金
剛
山
、
竹
生
島
、
鈴
鹿
峠
の
鈴
鹿
神
社
、
秋

　
　
葉
山
、
金
毘
羅
山
な
ど
の
霊
山
、
名
社
、
大
寺
か
ら
火
を
受
け
て
く
る
事
例
が

　
　

あ
る
。
ま
た
、
村
で
火
を
焚
き
、
あ
る
い
は
氏
神
に
灯
を
献
ず
る
行
事
も
多
い

　
　

が
、
上
記
の
よ
う
な
名
刹
大
社
の
聖
な
る
火
を
点
ず
る
方
が
、
一
段
と
効
果
が

　
　

あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
村
で
火
を
焚
き
、
そ
れ
で
験
の
な
い
場
合

　
　

に
始
め
て
高
野
山
な
ど
に
参
る
と
い
う
事
例
な
ど
は
、
よ
り
雨
乞
の
効
果
を
上

　
　

げ

る
た
め
で
あ
る
。

　
②
火

を
受
け
に
行
く
場
合
、
電
車
が
開
設
さ
れ
た
後
で
も
、
徒
歩
で
昼
夜
兼
行
し

　
　

た
り
、
途
中
で
休
む
こ
と
を
禁
じ
た
り
し
た
の
は
、
苦
行
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る

　
　
だ

け
、
神
仏
の
御
心
に
か
な
う
と
い
う
信
仰
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
③
火
焚
き
は
最
も
華
や
か
で
印
象
の
強
い
行
事
で
あ
る
。
雨
乞
の
火
焚
き
を
千
束

　
　
柴
と
呼
ぶ
地
域
が
北
摂
地
方
か
ら
兵
庫
県
猪
名
川
町
あ
た
り
に
分
布
し
、
山
上

　
　

で

千
束
の
柴
を
焚
き
、
「
雨
降
れ
、
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ド
」
等
と
唱
え
、
神
社
の
周

　
　

り
を
太
鼓
を
叩
い
て
巡
っ
た
と
い
う
。
千
把
焚
き
な
ど
と
い
う
行
事
が
日
本
の

　
　
各
地
に
あ
り
、
単
に
火
焚
き
、
ト
ン
ド
と
呼
ぶ
土
地
も
多
い
。
千
束
柴
、
千
駄

　
焚

き
の
ご
と
く
、
ト
ン
ド
や
篭
の
火
の
盛
ん
な
こ
と
を
誇
称
す
る
名
称
が
広
く

　
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
語
は
千
垢
離
・
千
度
詣
・
千
度
申
し
、
さ
ら
に
遡
れ
ば

　
百
万
遍
念
仏
な
ど
と
同
じ
種
類
の
信
仰
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

　
神
仏
へ
の
祈
願
に
際
し
、
そ
の
数
量
の
多
き
こ
と
に
よ
っ
て
目
的
を
達
し
よ
う

　
と
す
る
信
仰
と
同
じ
動
機
か
ら
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
松
明
の

　
行
列
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

ω
土
器
に
油
を
焚
く
灯
明
も
お
そ
ら
く
は
薪
を
焼
く
箸
火
と
本
来
同
質
の
も
の
で
、

　

と
も
に
神
前
を
照
ら
し
、
祭
場
を
明
る
く
す
る
灯
し
火
で
あ
っ
た
。
百
灯
明
や

　
千
灯
明
な
ど
と
称
し
、
雨
乞
に
数
多
く
の
灯
を
神
前
に
灯
し
連
ね
る
の
も
、
千

　
束
柴
や
千
本
松
明
と
同
じ
信
仰
に
由
来
す
る
。

⑤

近
畿
地
方
の
山
上
火
焚
き
の
事
例
と
し
て
、
神
戸
市
の
垂
水
区
方
面
が
知
ら
れ

　
て

い

た
。
た
と
え
ば
名
谷
の
滑
で
は
、
砥
園
さ
ん
の
山
に
村
中
の
村
人
が
麦
藁

　
二

〇
把
ず
つ
を
持
ち
寄
っ
て
火
を
焚
き
、
鉦
と
太
鼓
で
離
し
、
唱
え
言
を
し
た
。

　
『
飾
磨
郡
風
俗
調
査
』
（
一
七
四
頁
）
に
は
「
氏
神
社
に
燈
明
を
献
じ
、
其
火
を

　
各
自
松
明
に
移
し
、
列
を
な
し
て
附
近
の
山
顛
一
定
の
所
に
集
り
松
明
を
燃
し

　
て
帰
る
」
と
あ
る
。

⑥
近

畿
地
方
で
マ
ン
ド
な
ど
と
い
わ
れ
る
盆
行
事
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。
例

　

え
ば
、
大
阪
府
池
田
市
の
お
盆
の
ガ
ン
ガ
ラ
火
も
や
は
り
山
上
か
ら
松
明
を

　
持
っ
て
下
り
て
く
る
。
こ
こ
に
は
釣
鐘
火
と
称
し
て
、
山
で
釣
鐘
形
の
火
を
焚

　
く
行
事
も
あ
っ
た
。
盆
の
火
祭
り
は
精
霊
を
迎
え
、
送
る
た
め
の
火
と
解
せ
ら

　
れ

る
が
、
関
東
に
お
け
る
盆
の
百
八
灯
行
事
な
ど
は
雨
乞
行
事
と
極
め
て
よ
く

　
似
て

い
る
。

⑦
虫
送
り
行
事
も
雨
乞
の
火
祭
り
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
虫
送
り
を
目
的

　

と
し
て
、
松
明
を
連
ね
て
田
を
廻
り
、
最
後
は
村
境
に
こ
れ
を
捨
て
る
行
事
は

　
全
国
的
な
分
布
が
あ
る
。
一
方
、
雨
乞
に
も
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
様
の
方
法
が

　

用
い
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
唱
え
る
文
句
が
虫
送
り
で
は
「
稲
の
虫
送
っ
た
」
と

　
い

い
、
雨
乞
で
は
「
雨
た
ん
も
れ
」
と
呼
び
か
け
る
の
が
異
な
る
だ
け
で
あ
っ
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た
。

　

高
谷
の
研
究
で
報
告
さ
れ
て
い
る
雨
乞
の
火
祭
り
は
、
松
明
な
ど
の
火
そ
の
も
の

に
よ
る
行
事
で
あ
り
、
行
灯
や
提
灯
な
ど
の
灯
火
を
用
い
る
行
事
で
は
な
い
。
つ
ま

り
、
雨
乞
に
火
祭
り
を
行
な
う
の
は
、
大
火
を
焚
い
て
、
雲
を
あ
ぶ
り
、
焼
き
、
ま

た
雲
や
天
を
破
っ
て
直
裁
的
に
雨
を
降
ら
せ
よ
う
と
す
る
発
想
か
ら
き
て
い
る
。

　

本
稿
で
検
討
す
る
の
は
嘉
永
五
年
の
兵
庫
津
の
事
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
、
そ
の
町
々
が
行
な
っ
て
い
た
雨
乞
記
録
を
『
兵
庫
岡
方
日
記
』
に
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
七
月
二
六
日
条
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
右
同
日
夜
廿
七
日
夜
廿
入
日
夜
三
夜
、
摩
耶
山
之
火
ヲ
灯
松
明
二
而
、
雨

　
　
　
乞
ヲ
致
、
三
方
町
ミ
ち
志
次
第
松
明
持
出
ル
筈
二
触
廻
し
申
候
事

　

二
六

日
夜
か
ら
三
晩
続
け
て
行
な
わ
れ
た
雨
乞
と
は
、
兵
庫
津
の
三
方
（
岡
方
・

北
浜
・
南
浜
）
の
町
人
が
、
雨
乞
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
摩
耶
山
に
松
明
を
持
っ
て
火

を
も
ら
い
に
行
く
行
事
だ
と
思
わ
れ
る
。
摩
耶
山
と
は
現
灘
区
の
切
利
天
上
寺
の
こ

と
で
あ
る
。
高
谷
は
『
西
灘
区
史
』
の
記
述
「
（
切
利
天
上
寺
の
）
寺
宝
に
雨
乞
面
あ

り
。
昔
、
奈
良
の
春
日
大
社
に
天
降
り
し
三
面
の
一
。
一
は
奈
良
の
今
（
金
）
春
太

夫
、
一
は
丹
波
の
梅
若
太
夫
、
一
は
摂
津
兎
原
郡
上
野
村
の
幸
太
夫
に
伝
わ
る
。
摂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

津
の
も
の
が
今
こ
の
寺
に
あ
る
」
を
引
用
し
て
い
る
。
猿
楽
に
関
わ
る
雨
乞
面
伝
承

を
も
つ
摩
耶
山
切
利
天
上
寺
に
火
を
も
ら
い
受
け
に
行
く
雨
乞
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
津
近
隣
で
は
翌
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
も
雨
乞
が
行
な
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

い

る
。
『
要
用
向
日
記
』
に
よ
る
と
、
夏
季
に
何
度
か
雨
乞
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
六

月
二
六
日
、
三
宮
に
お
い
て
雨
乞
祈
薦
が
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
、
雨
乞
百

灯

百
座
祓
の
た
め
、
筆
の
用
木
の
松
木
伐
取
り
の
準
備
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
七
月

五

日
に
は
生
田
宮
に
お
い
て
雨
乞
の
火
振
り
、
翌
六
日
の
雨
乞
で
は
百
姓
代
と
百
姓

頭
一
人
が
生
田
宮
に
参
詣
し
、
火
を
受
け
て
町
々
へ
移
し
、
町
で
は
高
張
提
灯
で
行

列
し
た
。
七
月
一
六
日
の
記
述
は
詳
細
で
あ
る
。
一
六
日
夜
よ
り
三
夜
、
生
田
宮
に

お
い
て
机
床
三
脚
の
四
方
へ
笹
を
立
て
、
高
張
提
灯
二
張
を
と
も
し
、
神
前
へ
幣
三

方
を
四
ツ
、
御
鏡
餅
三
重
を
供
え
た
。
三
重
で
一
升
の
餅
、
お
神
酒
は
二
瓶
で
あ
る
。

御
祈
薦
中
、
神
前
よ
り
火
を
受
け
、
西
之
町
よ
り
順
々
に
火
を
移
し
て
い
く
。
ま
た
、

雨
が
降
っ
た
ら
返
礼
の
雨
悦
び
の
行
事
も
行
な
わ
れ
る
。

　
『
要
用
向
日
記
』
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
雨
乞
は
三
宮
、
生
田
宮
、
再
度
山
大
龍
寺

な
ど
の
宗
教
行
事
で
あ
る
こ
と
、
三
夜
連
続
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
町
政
組
織
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
役
人
が
関
わ
る
政
治
的
行
事
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て

も
、
雨
乞
の
火
祭
り
に
は
寺
社
、
霊
山
な
ど
何
ら
か
の
宗
教
施
設
が
関
与
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
近
世
都
市
兵
庫
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
嘉
永
五
年
の
雨
乞
の
舞
台
と
な
っ
た
近
世
都
市
兵
庫
津
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

兵
庫
津
の
原
型
は
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
信
長
か
ら
摂
津
国
を
与
え
ら
れ
た

池
田
恒
興
に
よ
っ
て
、
兵
庫
城
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
惣
構
型
の
城
下
町
に
求
め
ら

れ

る
。
町
場
は
都
賀
堤
と
よ
ば
れ
た
惣
構
の
中
に
、
西
国
街
道
の
宿
駅
と
し
て
の
機

能
を
持
つ
岡
方
と
、
港
湾
機
能
を
担
う
浜
方
（
北
浜
・
南
浜
）
と
い
う
二
つ
の
機
能

を
内
包
す
る
形
で
整
備
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
宿
場
町
の
兵
庫
宿
と
港
町
の
兵
庫

津
の
二
面
を
有
し
て
い
た
。
雨
乞
の
舞
台
と
な
る
の
は
、
岡
方
と
呼
ば
れ
た
兵
庫
宿

を
構
成
す
る
町
々
で
あ
る
（
二
六
二
頁
の
「
兵
庫
津
略
図
」
を
参
照
）
。
江
戸
時
代
前

期
に
宿
駅
制
が
整
備
さ
れ
て
以
降
、
兵
庫
津
の
繁
栄
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
、
兵

庫
へ
迂
回
す
る
道
が
山
陽
道
の
本
道
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
京
よ
り
下
る
と
、
湊
川

河
口

の
堤

を
越
え
て
兵
庫
津
の
北
の
入
口
で
あ
る
湊
町
惣
門
に
至
り
、
市
中
を
真
っ

直
ぐ
南
下
し
て
南
中
町
の
高
札
場
に
突
き
当
た
っ
て
西
へ
折
れ
、
神
明
町
と
逆
瀬
川

町
の
旅
宿
街
を
通
っ
て
柳
原
惣
門
か
ら
津
外
へ
出
て
、
須
磨
方
面
へ
向
か
っ
た
。
兵

庫
津

は
幕
府
の
宿
駅
指
定
を
受
け
、
瀬
戸
内
海
を
航
行
す
る
船
に
と
っ
て
重
要
な
寄

港
地
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
本
陣
や
問
屋
場
な
ど
の
設
備
が
整
え
ら
れ
、
岡
方
に

属
し
た
町
々
は
駅
所
維
持
（
人
馬
継
立
業
務
の
陸
役
）
を
負
担
し
た
。
参
勤
交
代
の
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西
国
諸
大
名
は
、
公
用
通
行
路
と
し
て
山
陽
道
を
利
用
し
、
兵
庫
に
立
ち
寄
り
活
気

を
呈
し
た
。
こ
と
に
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
頃
か
ら
西
廻
り
航
路
が
発
達
し
て
、

北

国
の
物
資
が
海
路
下
関
を
迂
回
し
て
直
接
大
坂
に
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
松
前
航
路
の
開
拓
に
よ
っ
て
、
松
前
の
物
資
が
兵
庫
に
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
商
業
の
発
達
に
伴
っ
て
問
屋
・
仲
買
の
数
も
増
え
て
い
っ
た
。

　
兵
庫
津
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
以
来
、
尼
崎
藩
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
。

　
延
享
三
年
（
一
七
四
⊥
ハ
）
の
『
兵
庫
津
明
細
覚
書
』
（
睡
井
家
文
書
）
に
よ
る
と
、

家
数
四
三
四
七
、
人
数
二
万
九
〇
一
で
、
漁
師
一
八
六
人
、
水
主
約
一
九
八
〇
人
、

船
大

工
］
八
三
人
と
い
う
海
陸
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
北
と
南
の
浜
方
、
岡
方

の
三

方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
惣
会
所
が
置
か
れ
、
町
政
を
分
担
し
た
。
各
町
に
は
、
藩
か

ら
組
頭
が
任
命
さ
れ
て
町
内
を
ま
と
め
、
そ
の
下
に
五
人
組
頭
が
置
か
れ
た
。
三
方

そ
れ
ぞ
れ
に
、
名
主
二
～
三
名
が
藩
か
ら
任
命
さ
れ
て
町
々
を
統
括
し
、
惣
代
二

～
二
名
）
が
そ
の
下
で
実
務
を
処
理
し
た
。
さ
ら
に
延
享
三
年
の
兵
庫
津
に
は
、
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
か
た

姓
二
三
五
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。
耕
地
が
あ
り
、
百
姓
の
い
る
町
を
地
方
と
称
し
て
、

そ
の
処
務
の
た
め
庄
屋
が
一
～
二
名
任
命
さ
れ
て
い
た
。
藩
で
は
こ
の
兵
庫
津
管
轄

の

た
め
、
堀
に
囲
ま
れ
た
兵
庫
城
跡
に
陣
屋
を
お
き
、
兵
庫
奉
行
を
常
駐
さ
せ
、
数

名
の
藩
士
を
そ
の
許
に
付
属
さ
せ
て
統
治
に
あ
た
ら
せ
た
。

　
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
、
幕
府
は
兵
庫
津
を
尼
崎
藩
か
ら
取
り
上
げ
て
天
領
に
編

入

し
た
。
間
も
な
く
株
仲
間
の
組
織
が
認
め
ら
れ
、
彼
ら
の
扱
う
商
品
の
量
は
次
第

に
大
坂
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
形
勢
す
ら
あ
っ
た
。
兵
庫
か
ら
神
戸
村
に
か
け
て
は
酒

造
業
・
水
車
業
や
廻
船
・
渡
海
船
に
よ
る
水
運
業
も
展
開
さ
れ
た
。

　

寛
政

八
年
（
一
七
九
六
）
の
「
兵
庫
津
各
町
家
数
人
数
書
上
」
（
安
田
家
文
書
）

に
よ
る
と
、
兵
庫
津
は
四
五
町
と
一
村
（
行
政
的
に
は
算
所
村
）
か
ら
成
り
、
う
ち

岡
方
は
二
八
町
一
村
、
浜
方
は
北
浜
一
一
町
、
南
浜
六
町
の
構
成
で
あ
っ
た
。
こ
の

う
ち
岡
方
の
相
生
町
、
北
浜
の
東
川
崎
町
は
現
中
央
区
に
あ
た
り
、
そ
れ
以
外
は
す

べ
て

兵

庫
区
に
相
当
す
る
。
ま
た
岡
方
の
一
七
町
と
一
村
に
は
農
民
が
集
住
し
、

「
地
方
十
八
町
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
嘉
永
五
年
六
月
の
雨
乞
に
は
岡
方
の
町
々
の
う

ち
、
二
六
町
一
村
（
地
方
の
一
五
町
と
一
村
を
含
む
）
が
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
は
兵
庫
津
の
家
数
六
八
八
四
（
本
家
二
一
五
八
、

家
四
七
二
六
）
、
人
口
］
万
九
七
九
一
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

③

『嘉
永
五
子
年
六
月
福
原
雨
乞
記
』

借

　
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
の
『
嘉
永
五
子
年
六
月
福
原
雨
乞
記
』
は
一
七
丁
、
縦
二
五
・

○
×

横
一
七
・
九
セ
ン
チ
、
紙
本
淡
彩
の
写
本
で
あ
る
。
「
福
原
雨
乞
記
」
の
文
字
が

題
箋
に
見
立
て
た
枠
で
囲
ま
れ
、
天
秤
棒
に
結
ば
れ
た
釣
鐘
と
鋲
打
ち
太
鼓
が
彩
色

で
描
か
れ
て

い

る
。
な
お
、
本
文
に
則
り
、
「
挑
灯
」
と
表
記
す
る
。

　
冒
頭
に
こ
の
雨
乞
の
顛
末
と
も
い
う
べ
き
事
項
が
記
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
一
一

項
目
に
要
点
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
①
摂
州
福
原
庄
兵
庫
津
で
は
、
雨
乞
が
一
九
年
以
前
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

　
　
た
。

　
②
こ
と
し
嘉
永
五
子
年
は
初
夏
の
頃
よ
り
日
照
が
続
き
、
「
困
方
極
付
」
で
あ
っ
た
。

　
③
六
月
五
日
夜
よ
り
三
日
之
間
、
町
々
よ
り
練
物
・
見
附
台
・
纏
・
挑
灯
・
ゆ
か

　
　

た
・
嬬
絆
を
揃
え
て
参
加
し
た
。
そ
の
鹿
図
（
略
図
）
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
④
町
々

の

年
寄
や
五
人
組
頭
は
火
消
装
束
や
陣
笠
を
着
し
て
各
組
の
前
後
に
付
き

　
　
添
い
、
三
日
間
、
昼
の
午
刻
（
正
午
）
に
人
数
を
揃
え
、
順
番
に
西
出
口
（
柳

　
　
原
惣
門
）
か
ら
惣
門
外
に
練
り
出
す
。

　
⑤
西

国
街
道
を
通
り
、
五
、
六
丁
（
六
百
メ
ー
ト
ル
程
）
西
の
新
地
堤
に
お
い
て

　
　
勢
揃
い
す
る
。

　
⑥
薄
暮
に
な
る
と
松
明
へ
一
斉
に
点
火
す
る
。
そ
の
早
き
事
、
花
火
に
火
が
つ
く

　
　
如
く
で
あ
る
。

　
⑦
数
拾
丁
の
間
（
何
キ
ロ
に
も
わ
た
っ
て
）
、
一
斉
に
松
明
に
点
火
す
る
。

　
⑧
先
手
よ
り
段
々
に
、
北
の
辺
り
湊
川
の
上
手
に
出
て
、
こ
こ
で
全
て
の
松
明
を

　
　

競
っ
て
川
に
捨
て
る
。
そ
し
て
、
高
張
挑
灯
に
点
火
す
る
。
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⑨
行
列
は
川
上
を
横
に
通
り
抜
け
て
有
馬
道
へ
出
る
。
そ
れ
よ
り

　
　
西
国
街
道
へ
下
っ
て
湊
川
へ
戻
る
。

　
⑩
湊

川
の
中
（
河
川
敷
や
中
洲
な
ど
）
に
仮
小
家
を
建
て
て
、
御

　
　

勤
番
御
役
人
衆
中
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
方
庄
屋
や
年
寄
共
は

　
　
厳
重
な
警
戒
体
制
に
入
っ
て
い
る
。

　
⑪
行
列
は
そ
の
前
を
通
り
、
京
口
（
湊
町
惣
門
）
よ
り
練
り
廻
り

　
　
引
き
取
る
。

　

先
ず
、
こ
の
雨
乞
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
寺
社
や
、
霊
山
と
は

何

ら
関
係
な
い
こ
と
で
あ
る
。
松
明
に
点
火
す
る
種
火
は
、
あ
る
宗

教
施
設
か
ら
受
け
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は
な
い
。

福
原
庄
と
は
六
甲
山
地
西
部
南
麓
の
、
旧
湊
川
の
中
流
域
を
中
心
と

　
　
や
た
べ

し
た
八
部
郡
の
庄
園
で
あ
る
が
、
そ
の
地
名
が
近
世
ま
で
慣
習
的
に

用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
巻
末
に
は
、
惣
人
数
一
万
三
百
人
余
り
、
外
に
北
浜
と
南
浜
の
町

よ
り
加
勢
人
足
五
〇
〇
〇
人
、
松
明
一
二
〇
〇
、
半
鐘
四
〇
七
、
太

鼓
三
〇
四
、
大
釣
鐘
四
、
八
丁
鉦
三
〇
、
法
螺
貝
六
三
、
弓
張
挑
灯

七
一
二
〇
張
と
あ
る
。
参
加
人
数
を
見
る
と
、
切
戸
と
湊
町
が
群
を

抜
い
て
多
く
、

を
雇
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
勢
人
足
の
助
力
は

日
に
雇
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

行
で
あ
る
。

　
一
つ
の
町
の
行
列
の
前
後
に
は
高
張
挑
灯
が
四
本
、

表1　町ごとの参加人数，松明と鳴物の数，加勢人足情報（『嘉永五子

　年六月福原雨乞記』より）

町　　名 人数 松明 半鐘 太鼓 挑灯 備　　　考

1佐比江町 350 250 35 20 180

2魚棚町 150 100 10 8 100 加勢は島上町浜中，八丁鉦5

3小物屋町 150 100 10 5 100 雇人足陣笠

4江川町 150 100 7 5 100

5富屋町 180 130 10 8 150 加勢は宮前町浜中

6東柳原町 300 200 8 6 200 雇人足残らず陣笠

7西宮内町 850 500 50 35 500 八丁鉦19

8西柳原町 400 300 20 13 300 挑灯は残らず陣笠

9新町 150 100 5 3 80 法螺貝50

10南中町 200 150 8 5 150

11切戸町 2000 1500 55 40 1500 八丁鉦10，法螺貝8

12鳥屋町

12細辻子町
100 60 8 6 60 雇人足残らず陣笠

13磯之町 200 150 15 10 150 雇人足残らず陣笠

14逆瀬川町 600 450 20 15 500 雇人足残らず陣笠，釣鐘ユ

15門口町 150 100 10 8 100

16小広町

16神明町
200 100 10 5 120

17木戸町

17木場町
150 100 8 5 100

加勢は宮内町浜中

江戸挑灯数多

18鹿屋町 80 50 7 7 50 法螺貝5

19三川口町 300 150 20 15 150

20相生町 400 300 15 20 300

21産所村 200 150 8 7 130

22北中町 300 200 8 6 200 江戸挑灯揃え

23永沢町 250 200 7 10 200 大釣鐘3

24湊町 2500 1800 50 30 2000 差渡し（直径）4尺の太鼓2

両
町

と
も
人
口
の
二
倍
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
、
多
く
の
加
勢
人
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
雇

人
足
」
と
あ
る
の
で
当

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
は
近
世
の
都
市
祭
礼
に
も
非
常
に
多
い
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湊
町
の
み
八
本
が
従
う
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
7
）

の

よ
う
な
大
人
数
参
加
の
背
景
に
は
雨
乞
の
共
同
祈
願
の
心
理
が
あ
ろ
う
。
雨
乞
は

共

同
の
行
事
で
あ
り
、
一
戸
か
ら
一
人
必
ず
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
伝

承
が
特
に
村
落
部
で
は
厳
し
く
守
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
雨
乞
に
は
験
が

現
れ

な
い
と
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で
、
負
担
の
平
等
だ
け
が
必
ず
し
も
全
戸
参
加
の

慣
行
の
動
機
で
は

な
か
っ
た
。
村
落
部
の
雨
乞
に
は
水
利
組
織
に
基
づ
い
て
数
か
村

合
同
で
行
な
う
も
の
も
あ
る
。
兵
庫
津
の
場
合
も
岡
方
の
町
々
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加

し
て
い
る
。
兵
庫
津
の
事
例
は
、
村
中
が
松
明
を
持
っ
て
行
列
を
作
っ
て
氏
神
な
ど

を
出
発
し
て
村
の
境
を
一
周
し
、
霊
山
に
登
り
、
河
原
に
降
り
て
き
て
松
明
を
積
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

で
燃
や

す
千
本
松
明
（
奈
良
で
は
火
振
り
と
呼
ぶ
）
行
事
の
都
市
型
と
想
定
で
き
る
。

千
本
松
明
行
列
で
は
鉦
・
太
鼓
・
法
螺
貝
な
ど
を
鳴
ら
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
多
く
、

兵
庫
津
の
場
合
は
先
述
し
た
よ
う
に
松
明
一
二
〇
〇
本
で
あ
る
。
農
民
が
集
住
す
る

「地
方
十
八
町
」
の
う
ち
一
六
町
が
参
加
し
て
お
り
、
日
照
り
は
農
業
に
と
っ
て
深
刻

で

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
稲
の
生
育
期
の
旧
暦
六
月
初
旬
に
お
け
る
降
雨

の
多
寡
は
、
稲
作
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以

下
、
特
徴
的
な
出
し
物
と
参
加
町
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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表3　参加者の装束と練物（『嘉永五子年六月福原雨乞記』より）

佐比江町

魚棚町

小物屋町

富屋町

東柳原町

西柳原町

新町

南中町

磯之町

逆瀬川町

門口町

小広町・神明町

木戸町・木場町

三川口町

産所村

北中町

永沢町

湊町

嬬祥奈良晒，黒雲に稲妻模様，但中走世話方湯衣揃え

奈良晒嬬絆，鱗形模様揃，唐相すり（摺り）パッチ鱗形をすり

奈良晒嬬神，黒雲に稲妻模様揃え世話人湯衣　業平吾妻下り練

物

奈良晒補神，唐相すり　ぱっち唐相すり　中走世話方同様ゆか

た

麻かた絞り，ゆかた揃え，蛤取りの出立

奈良晒嬬祥，唐相すり田に月模様揃え

奈良晒嬬衿，松海浪唐相すり揃え，中走世話人同様ゆかた揃え

各々山伏持え出立揃え

龍宮乙姫浦嶋太郎練物，雇女数三人出す，何れも魚生もの行灯

を頭に被き火灯す，百人斗り

但し東組，中組，新地組と三手に分る，嬬衿黒雲に稲妻落雷模

様，そのほかいろいろ不同

練物狐娘人数タ（多）拘え，中走世話人若中模様湯衣揃え

奈良晒儒衿，絵扇短冊模様，雨乞小町の気とり揃え

嬬祥雷り模様揃え

稲妻模様湯衣揃え

奈良晒嬬祥，唐相すり水すり大字

練物不二（富士）牧狩，頼朝公仁田四郎五郎丸曽我兄弟工藤祐経

其外雑合数多出立

蛙の姿にて出立

嬬絆ゆかた船頭の姿にて出立

火消装束に持え

練物道成寺，白拍子坊主出立

嬬衿ゆかた共不同

表2　参加人数・町の人口と家数・

　　地方（じかた）情報

方
地

方
方
方
方
方
　
　
方
方
方
方
　
　
方
方
　
　
　
　
　
　
方
方
　
　
方
　
　
方
方
地
地
地
地
地
　
　
地
地
地
地
　
　
地
地
　
　
　
　
　
　
　
地
地
　
　
地
　
　
地
地

数
家

2
0
1
0
0
5
3
6
7
1
0
8
7
4
1
6
7
6
4
8
7
5
6
7
0
0
2
2
　
　
3
　
　
n
j
　
　
7
　
　
　
　
4
8
1
1
7
7
5
1
1
　
　
2
6
1
2
8
1
2
2
1
2
8
　
　
3
3
7
1
6

口
人

2
6
1
8
5
9
1
7
7
4
0
6
6
7
0
1
2
5
0
7
4
5
6
0
8
3
7
ω
0
2
η
巧
田
研
勾
Ω
田
別
－
酩
認
㎜
鵠
9
U
H
7
弼
狙
2
M
B
Ω
皿

数
人
加
参

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
　
　
0
0
0
　
　
0
　
　
0
　
　
5
0
0
0
0
0
0
5
5
5
5
8
0
5
0
5
0
0
　
　
0
　
0
0
5
　
0
　
　
5
　
8
0
0
0
0
5
0
3
1
1
1
1
3
8
4
1
2
0
　
　
1
　
　
2
6
1
　
　
2
　
　
1
　
　
　
3
4
2
3
2
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
－
ー
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
ー

名
町

町

　
　鵠

測
醒
翻
醐
慧
纂
濃
舗
㌶
㌫
醒
訓
椎
慧
㌶

註　人口と家数は寛政8年（1796）の

　「兵庫津各町家数人数書上」（安田家文

　書）。参加人数は『嘉永五子年六月福

　原雨乞記』による。

1
　
佐
比
江
町
の
雷
神
を
描
い
た
見
附
行
灯
の
頂
に
は
ダ

　
シ
飾
り
が
あ
り
、
黒
雲
に
稲
妻
模
様
の
装
束
の
人
々
が

　
持
ち
歩
く
。

2
　
魚
棚
町
は
町
名
に
因
む
鯛
の
見
附
行
灯
を
鱗
形
模
様

　
の
装
束
の
人
々
が
持
つ
。
北
浜
の
島
上
町
浜
中
か
ら
加

　
勢
も
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
コ
雇
い
祭
り
」
と
い

　
わ
れ
る
、
周
辺
農
村
な
ど
か
ら
祭
礼
の
雑
用
の
た
め
に

　
人
足
を
雇
い
入
れ
る
例
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

3
　
小
物
屋
町
に
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
岡
方
名
主
を
つ

　
と
め
た
正
直
屋
（
種
井
家
）
と
岡
方
惣
会
所
が
あ
り
、

　
町
名
を
記
し
た
町
印
に
は
威
厳
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
見

附
挑
灯
を
先
頭
に
、
在
原
業
平
の
吾
妻
下
り
の
練
物

　
が
続
く
趣
向
で
あ
る
。
4
の
江
川
町
も
見
附
挑
灯
。

5
　
富
屋
町
は
住
吉
高
灯
籠
の
見
附
台
に
火
を
灯
し
、
行

　
列
の
人
々
は
蛤
取
り
の
出
で
立
ち
で
摂
津
住
吉
の
浜
を

　
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
住
吉
高
灯
籠
は
航
海
者
に
と
っ
て

　
も
、
猟
師
に
と
っ
て
も
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
有
名
で

　
あ
っ
た
。
見
附
挑
灯
も
参
加
す
る
。

6
　
東
柳
原
町
の
見
附
行
灯
は
回
転
式
の
か
ら
く
り
行
灯

　
で
、
水
に
因
む
和
歌
が
記
さ
れ
雨
乞
を
連
想
さ
せ
る
。

7
　
西
宮
内
町
の
見
附
行
灯
は
、
籠
に
集
め
ら
れ
た
朝
顔

　
自
体
が
小
挑
灯
の
集
合
体
と
い
う
細
工
物
で
あ
る
。

8
　
西
柳
原
町
は
登
竜
門
説
話
の
鯉
の
滝
登
り
を
見
附
台

　

に
し
た
も
の
で
、
火
が
昇
り
下
り
す
る
と
い
う
か
ら
く

　
り
の
趣
向
が
つ
く
。

9
　
新
町
の
見
附
行
灯
は
巨
大
な
法
螺
貝
で
あ
り
、
山
伏

　
姿
の
人
々
が
法
螺
貝
五
〇
を
吹
き
鳴
ら
し
て
参
加
す
る
。
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10

　
南
中
町
は
龍
宮
の
乙
姫
と
浦
嶋
太
郎
の
練
物
で
あ
り
、
雨
乞
の
練
物
と
し
て

　

他
所
で

も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大
津
市
尾
花
川
区
有
文
書
に
あ
る
幕
末
の
雨

　
乞

図
巻
に
は
龍
宮
殿
の
山
車
行
列
が
描
か
れ
て
お
り
、
雨
の
神
と
し
て
の
龍
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　

八
大
龍
王
か
ら
の
連
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
百
人
も
の
人
が

　
各
自
、
魚
類
の
行
灯
を
頭
に
被
い
た
壮
観
さ
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

　

か
。
中
心
は
蛸
の
見
附
行
灯
で
あ
る
。

H
　
切
戸
町
の
見
附
行
灯
は
雷
神
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
黒
雲
に
稲
妻
落
雷
模
様
の

　
装
束
で
行
列
し
た
。
稲
妻
に
張
る
モ
ミ
は
、
紅
で
無
地
に
染
め
た
絹
布
で
あ
る
。

12

　
1
5
川
口
町
の
見
附
纏
、
2
0
相
生
町
の
見
附
行
灯
と
似
て
い
る
が
、
見
附
挑
灯

　
と
し
て
お
く
。

13

　
磯
之

町
は
見
附
行
灯
の
後
に
、
狐
の
嫁
入
り
の
練
物
が
続
く
。
い
う
ま
で
も

　

な
く
、
狐
の
嫁
入
り
と
は
日
が
照
っ
て
い
る
の
に
細
か
い
雨
が
降
る
現
象
を
い

恒
狐
火

を
狐
の
嫁
入
り
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
柳
田
国
男
は
嫁
入
り
の
提

　
灯
行
列
を
思
わ
せ
る
狐
火
の
名
称
が
、
日
和
雨
に
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と

　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
レ

　
推
定
し
て
い
る
。

14
　
逆
瀬
川
町
は
「
雨
」
字
の
見
附
行
灯
で
あ
る
。

16

　
小
広
・
神
明
町
の
見
附
台
の
造
り
物
「
米
俵
上
の
白
鼠
」
は
大
黒
‖
富
を
イ

　

メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
町
が
連
合
し
て
参
加
し
た
の
は
、
本
陣
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
軒
、
旅
籠
屋
三
一
軒
が
存
在
し
、
併
せ
て
旅
籠
町
と
呼
ば
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

17
　
木
戸
・
木
場
町
の
見
附
行
灯
は
両
町
の
町
名
に
因
む
「
木
」
字
を
象
り
、
「
木
」

　
字
を
染
め
た
装
束
で
参
加
し
た
。

18

　
鹿
屋
町
の
見
附
台
「
頼
朝
の
富
士
の
牧
狩
」
も
近
世
に
人
気
の
あ
っ
た
造
り

　
物
の
趣
向
で
あ
る
。
あ
た
か
も
箱
庭
の
よ
う
に
物
語
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
行
列
に
は
担
が
れ
、
停
止
時
に
は
こ
の
ま
ま
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

19

　
三
川
口
町
の
見
附
台
の
造
り
物
「
柳
に
蛙
」
は
百
人
一
首
か
ら
と
ら
れ
た
も

　
の
で
あ
ろ
う
か
。

20

　
相
生
町
の
見
附
行
灯
に
も
雲
か
、
雲
龍
か
、
雨
の
イ
メ
ー
ジ
の
絵
が
描
か
れ

　
て

い

る
。
雨
乞
に
は
呪
術
的
な
面
と
宗
教
的
な
面
が
あ
る
が
、
堀
哲
は
、
雨
乞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
｝

　
の
呪
術
を
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
フ
レ
ー
ザ
ー
説
い
わ
ゆ
る
模
倣
呪
術
説
で
解
釈
す
る
。

　

そ
の
う
ち
最
も
顕
著
な
の
は
、
水
を
も
っ
て
水
を
引
き
出
す
と
い
う
方
法
で
あ

　

り
、
神
水
受
け
、
淵
の
水
干
し
、
百
枡
洗
い
等
の
雨
乞
法
を
そ
の
例
と
し
て
あ

　
げ
て

い

る
。
高
谷
は
「
こ
れ
ら
の
雨
乞
法
を
模
倣
呪
術
の
理
論
を
も
っ
て
片
付

　

け
る
の
は
無
理
」
と
し
、
反
駁
の
事
例
と
し
て
、
遠
く
の
神
仏
か
ら
水
を
迎
え

　
て

来
て
氏
神
に
供
え
た
り
、
田
に
撒
く
等
の
「
神
水
受
け
」
の
雨
乞
法
を
あ
げ

　
　
　
（
2
4
）

　
て

い

る
。
「
神
水
受
け
」
を
模
倣
呪
術
と
し
て
理
解
す
る
フ
レ
ー
ザ
ー
の
理
論
に

　

よ
る
な
ら
ば
、
水
を
撒
け
ば
類
似
の
現
象
と
し
て
雨
が
降
る
は
ず
で
あ
り
、
名

　
社
・
大
寺
の
水
で
あ
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
。

21

　
産
所
村
は
行
政
的
に
は
岡
方
唯
一
の
村
で
あ
る
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）

　
に
は
村
内
で
定
芝
居
一
軒
の
株
が
許
可
さ
れ
（
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉
「
兵
庫

　
津
地
方
地
子
方
石
高
町
数
等
覚
書
」
）
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
「
兵
庫
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
絵
図
」
（
『
神
戸
市
史
』
）
に
は
村
の
中
程
に
芝
居
小
屋
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

　

よ
う
に
、
芸
能
・
役
者
に
関
わ
る
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
芝
居
の
大
道
具
の
よ

　
う
な
船
車
に
仕
立
て
、
帆
柱
を
松
明
と
い
う
趣
向
で
参
加
し
て
い
る
。

22

　
北
中
町
の
見
附
纏
は
、
火
消
装
束
、
「
雨
」
字
行
灯
、
江
戸
挑
灯
（
町
火
消
を

　
連
想
）
に
よ
り
、
雨
に
よ
っ
て
火
を
鎮
め
る
消
火
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
だ

23

　
永
沢
町
は
大
釣
鐘
三
つ
と
、
「
垂
れ
桜
に
釣
鐘
」
の
造
り
物
、
見
附
台
の
後
に
、

白
拍
子
、
坊
主
の
出
で
立
ち
の
者
に
よ
る
道
成
寺
の
練
物
が
続
く
。
鐘
と
雨
乞

　
に
関
し
て
は
、
鐘
を
淵
・
川
・
池
な
ど
の
水
中
に
浸
け
て
雨
を
乞
う
、
鐘
に
雨

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

を
祈
る
等
が
あ
る
。
鐘
を
水
中
に
浸
け
る
の
は
、
雨
を
司
る
龍
神
が
鐘
を
好
む

　
の
で
、
鐘
を
水
中
（
龍
神
は
水
中
に
棲
む
と
信
仰
さ
れ
た
）
に
入
れ
れ
ば
、
喜

　
ん
で
雨
を
降
ら
す
、
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
。
鐘
ヶ
淵
・
鐘
ヶ
崎
な
ど
の
、

　
い
わ
ゆ
る
沈
鐘
伝
説
は
こ
れ
に
基
づ
く
。
鐘
の
龍
頭
（
鐘
の
頭
部
に
あ
る
龍
の

形

を
模
し
た
釣
手
）
と
雨
乞
法
と
の
か
か
わ
り
を
説
く
土
地
も
多
い
。
鐘
と
の

連

想
か
ら
、
紀
州
道
成
寺
の
造
り
物
や
練
物
を
出
す
雨
乞
行
事
は
、
他
所
で
も
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見
受
け
ら
れ
る
。
熊
本
県
天
草
郡
本
戸
村
（
現
本
渡
市
）
で
は
、
雨
乞
に
安
珍

　
　
清
姫
の
造
り
物
、
す
な
わ
ち
鐘
に
大
蛇
の
巻
き
つ
い
た
造
り
物
を
作
っ
て
海
に

　
　
投
げ
込
む
。
雨
乞
の
芸
能
で
あ
る
太
鼓
踊
り
で
山
伏
の
登
場
す
る
鐘
巻
踊
り
は
、

　
　
道
成
寺
の
縁
起
が
唄
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
踊
り
歌
は
近
畿
一
円
と
阿
波
の

　
　
一
部
に
分
布
し
て
い
る
が
、
近
世
の
音
曲
に
よ
っ
て
こ
の
物
語
が
脚
色
せ
ら
れ

　
　
て

以
降
の
展
開
で
あ
る
。
永
沢
町
の
練
物
の
白
拍
子
と
は
清
姫
、
坊
主
と
は
安

　
　
珍
の
仮
装
で
あ
ろ
う
。

　
24
　
湊
町
の
纏
行
灯
は
、
矢
車
の
提
灯
が
廻
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
纏
行

　
　
灯
と
い
う
名
称
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
巨
大
な
和
ろ
う
そ
く
行
灯
と
組
み
合

　
　
わ

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

　
先
述

し
た
『
要
用
向
日
記
』
に
よ
る
と
、
翌
嘉
永
六
年
七
月
＝
日
よ
り
二
二
日

ま
で
の
三
夜
に
お
い
て
も
兵
庫
津
雨
乞
火
振
り
は
多
い
に
賑
わ
っ
た
と
あ
る
。
連
年

に
わ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
灯
火
の
風
流
が
行
な
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　
九
〇

年
代
以
降
、
考
古
学
・
建
築
史
・
歴
史
学
・
絵
画
史
・
地
理
学
な
ど
の
諸
科

学
を
中
心
に
、
学
際
的
、
総
合
的
に
近
代
以
前
の
都
市
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
試

み

が
進
展
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
研
究
動
向
は
行
政
発
掘
と
い
う
現
実
と
リ
ン
ク
し
、

都
市
の
ハ
ー
ド
面
の
調
査
・
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
史
料
的
制
限
上
、
そ
こ
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
住
民
の
生
活
史
復
元
の
試
み
が
後
追
い
に
な
っ
て
い
る
。
近
世
生
活
史

の
分
野
で

は
、
近
世
文
学
研
究
が
風
俗
史
的
に
主
導
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
都
市
を
舞
台
と
し
て
行
な
わ
れ
た
年
中
行
事
や
祭
礼
な
ど
の
研
究
は
、
高
牧
實
や

　
　
　
（
2
8
）

植
木
行
宣
な
ど
の
研
究
に
よ
っ
て
進
展
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
対
象
と
し
た
雨
乞
な
ど
の
臨
時
の
行
事
の
画
像
資
料
に
関
し
て
は
、
名
古

屋

を
描
い
た
資
料
の
研
究
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
名
古

屋

の

え
え
じ
ゃ
な
い
か
を
描
い
た
蓬
左
文
庫
『
青
窓
紀
聞
』
に
は
、
天
狗
の
巨
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

懸
け
行
灯
や
提
灯
行
列
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
名
古
屋
市
立
博
物
館
や
同
館
学

　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

芸

員
の
山
本
祐
子
に
よ
っ
て
、
高
力
猿
猴
庵
や
小
田
切
春
江
に
関
す
る
研
究
も
進
展

し
つ
つ
あ
る
。

　
今
後
は
全
国
的
な
比
較
研
究
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
風
流
史
の
研
究
は

飛
躍
的
に
進
む
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）
　
『
日
本
の
祭
』
弘
文
堂
、
一
九
四
二
年
、
『
神
道
と
民
俗
学
』
明
世
堂
書
店
、
一
九
四
三
年
。

（
2
）
　
前
掲
『
日
本
の
祭
』
。

（
3
）
　
守
屋
毅
　
「
夜
景
と
都
市
祭
礼
」
『
近
世
芸
能
文
化
史
の
研
究
』
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
。
「
火

　
　
の
風
流
」
『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
ー
風
流
の
開
花
ー
』
白
水
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
4
）
　
『
祝
い
絵
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
民
俗
誌
ー
』
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
5
）
　
大
門
哲
　
「
目
録
・
行
灯
絵
・
絵
師
ー
イ
ベ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
実
態
と
変
容
ー
」
『
石

　

川
県
歴
史
博
物
館
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
九
九
年
。

（
6
）
　
註
（
3
）
。

（
7
）
　
図
録
は
註
（
4
）
。

（
8
）
植
木
行
宣
前
掲
書
（
三
〇
九
頁
）
に
よ
る
と
、
離
子
に
よ
っ
て
難
さ
れ
る
ヤ
マ
系
の
灯
籠
山

　
　
に
分
類
さ
れ
る
。

（
9
）
註
（
5
）
。

（
1
0
）
　
小
嶋
博
巳
「
雨
乞
い
」
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

（
1
1
）
　
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
年
。

（
1
2
）
　
前
掲
『
雨
乞
習
俗
の
研
究
』
。

（
1
3
）
　
『
兵
庫
岡
方
文
書
』
第
六
輯
第
一
巻
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
。

（
1
4
）
　
前
掲
『
雨
乞
習
俗
の
研
究
』
。

（
1
5
）
　
本
史
料
に
つ
い
て
は
神
戸
市
立
博
物
館
学
芸
員
の
高
久
智
広
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
き
、
同
博

　
　
物
館
よ
り
史
料
写
真
を
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
1
6
）
　
兵
庫
津
の
歴
史
的
記
述
に
関
し
て
は
、
高
久
智
広
「
近
世
期
兵
庫
津
北
浜
に
お
け
る
浜
先
地

　
　
開
発
と
屋
敷
割
の
変
化
に
つ
い
て
」
『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
二

　
　
年
三
月
、
『
新
修
神
戸
市
史
』
歴
史
編
m
近
世
　
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
、
『
日
本

　
　
歴
史
地
名
大
系
兵
庫
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
、
前
掲
『
兵
庫
岡
方
文
書
』
第
六
輯

　
　
第
一
巻
「
解
題
に
か
え
て
」
を
参
照
し
た
。

（
1
7
）
　
前
掲
高
谷
重
夫
『
雨
乞
習
俗
の
研
究
』
。

（1
8
）
　
同
右
。
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（1
9
）
　
同
右
。

（
2
0
）
　
吉
岡
郁
夫
「
狐
の
嫁
入
り
」
（
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
る

　

と
、
そ
の
気
象
的
要
因
は
、
風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
雨
が
風
下
に
降
っ
た
り
、
雨
が
落
ち
て
く

　
　
る
間
に
雲
が
移
動
し
た
り
消
え
た
場
合
が
考
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

（
2
1
）
　
「
狐
飛
脚
の
話
」
『
柳
田
国
男
全
集
』
二
四
、
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
〇
年
。

（
2
2
）
　
前
掲
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
兵
庫
県
の
地
名
』
。

（
2
3
）
　
「
俗
信
に
あ
ら
わ
れ
た
呪
術
と
宗
教
…
雨
乞
儀
礼
に
つ
い
て
ー
」
『
日
本
民
俗
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。
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。
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縫
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∋
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廿
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鶯

（
日
本
女
子
大
学
人
間
社
会
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
（
二
〇
〇
三
年
五
月
一
六
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）

兵庫津略図（『新修神戸市史』歴史編田より）
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ARefined　Lantern　Procession　to　Pray｛br　Rain：the　Case　of　Hyogots11誕the　End　of

the　Edo　Era

FuKuHARA　Tbshio

Starting　on　the　third　day　of　June　l　852，　the　27　machi　of　Hyogotsu（currently　the　26　machi　in　Hyogo－

ku　and　Aioi－machi　in　Chuo－ku，　Kobe　City）took　part　in　a　grand　lantern　procession　along　the　Saigoku－

kaido　in　which　they　prayed　fbr　rain．　This　paper　looks　at　this　refined“tsukuri－mono” ，　which　may

also　be　described　as　a　pageant　of　light，　color　and　sound．

　　　The　practice　of　praying　fbr　rain　is　associated　with　prayers　by　mountain　ascetics，　and　as　such　is　an

exceedingly　religious　practice．　However，　the　practice　of　praying　fbr　rain　described　here　is　too

ostentatious品r　a　ritual　perb㎜ed　at　a　time　of　crisis，　and伽m　the　illustrations　contained　in　the

newly　fbund　“Fukuhara　Record　of　Prayers　fbr　Rain　in　June　1852”it　is　a　lively　and　entertaining

procession　of　the　kind　one　would　see　at　a　parade　at　a　theme　park．　It　resembles　a　fbstival　parade　that

is　aware　of　the　gaze　of　onlookers．

　　　At　the　end　of　this　document　it　is　recorded　that　a　total　of　more　than　l　O，300　people　took　part　in　the

procession，　as　well　as　5，000　helpers廿om　Kitahama　and　Minamihama，1，200　torches，407　small

hanging　bells，304　drums，41arge　hanging　bells，30“hatcho”bells（usually　attached　to　the　body），

63conch　shells　and　7，120　hand－held　lanterns．　The　method　of　praying　fbr　rain　fbr　the　villages

involved　the　villagers　using　the　bells，　dmms，　conch　shells，　etc．　to　produce　noise　at　the　same　time　as

they　were　Ibrming　a　procession　in　which　the　participants　held　torches　as　they　depaぽted　from　the　site

of　the　tutelary　deity，　completing　a　circuit　of　the　village，　climbing　a　nearby　sacred　mountain，

descending　to　the　banks　of　a　river　where　they　gathered　the　torches　together　in　a　bundle　and　bumed

them　in　a　practice　known　as　the“thousand　torches” （senbon　shomei）．　We　may　assume　that　this

example　f士om　Hyogotsu　was　an　urban　version，　although　peasants　living　in　l　60f　the　l　8　towns　in　the

area　within　Hyogotsu　took　part　in　the　procession，　which　suggests　the　seriousness　of　the　continued

dry　weather　fbr　farming．　For　rice　cultivation，　the　amount　of　rain　that　falls　in　the　beginning　of　the

sixth　month　fbllowing　the　lunar　calendar　when　the　rice　is　starting　to　grow　is　a　matter　of　life　or　death．

　　　Unnke　the　annual　events　that　are　repeated　each　year，　practices　like　praying　fbr　rain　that　are

special　one－off　practices　display　the　creativity　of　each　town　and　truly　exhibit　the　spirit　of　refined

practices（furyu）．
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3　小物屋町　見附挑灯之図

　笠絹張リ　挑灯モミ張

2　魚棚町　見附行灯二本

鯛大キサー丈斗リ但シ小灯

1　佐比江町　見附行灯之図
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　　6　東柳原町　見附行灯之図　　　　　　　5　富屋町　見附台之図　　　　　　　　4　江川町　見附挑灯之図

高サ八尺　中四尺　但シ行灯まハる火灯ス　　　　住吉高灯籠之形　高サ’丈斗リ火灯ス（福

（行灯の文字「東柳」「夕立ハ門田の水のふ　　　　原註　右は見附挑灯）

かみとり　深くも月のやとる蔭かな」）

　　　　　　　『嘉永五子年六月福原雨乞記』（神戸市立博物館蔵）挿絵惨加町名，造り物名称．造り物情報）
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12　鳥屋町・細辻子町組合

　（福原註一見附挑灯）

11切戸町　見附行灯之図

　火灯ス　稲妻モミ張リ

10南中町　見附行灯之図

　　蛸大サ壱丈五尺
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14　逆瀬川町　見附行灯之図

モミハリ火灯ス　高サ壱丈　中八尺

　13磯之町　見附行灯之図
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18鹿屋町　見附台之図 17　木戸町・木場町組合　見附行灯之図　　　16　小広町・神明町組合　見附台之図
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